
近
年
、
梅
雨
入
る
と
残
念
な
こ
と
に
必
ず

と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
、
ど
こ
か
で
大
雨
に
よ

る
災
害
が
発
生
す
る
。
こ
れ
は
自
然
の
摂
理

に
よ
る
も
の
で
如
何
と
も
し
が
た
い
。
ジ
タ

バ
タ
せ
ず
に
、
驕
ら
ず
、
じ
っ
と
静
か
に
身

を
細
め
て
過
ご
す
し
か
な
い
。

さ
て
、
先
般
、
別
院
ご
門
徒
さ
ん
か
ら
聞

き
及
ん
で
、
日
本
橋
高
島
屋
へ
堀
文
子
展
に

出
か
け
た
。
芸
術
、
と
り
わ
け
絵
画
の
魅
力

や
価
値
と
言
っ
た
も
の
に
縁
遠
く
過
ご
し
て

き
た
私
だ
が
、
今
年
二
月
、
一
〇
〇
歳
で
お

亡
く
な
り
に
な
る
ま
で
、
ひ
た
す
ら
描
き
続

け
ら
れ
た
と
い
う
絵
画
の
一
つ
一
つ
に
、
ご

本
人
の
想
い
を
聞
き
及
ぶ
に
は
到
底
至
ら
な

い
が
、
精
神
を
集
中
し
た
そ
の
意
志
と
継
続

力
に
は
感
服
さ
せ
ら
れ
る
。
「
ど
れ
だ
け
の

不
思
議
な
も
の
が
こ
の
世
に
あ
る
の
か
、
地

面
の
中
や
水
の
中
に
ど
ん
な
生
き
物
が
い
る

の
か
知
り
た
く
な
り
ま
し
た
」
こ
ん
な
旺
盛

な
好
奇
心
は
、
ど
こ
か
ら
生
み
出
さ
れ
て
く

る
の
だ
ろ
う
か
？
不
思
議
と
は
、
「
普
通
で

は
考
え
も
想
像
も
で
き
な
い
こ
と
説
明
の
つ

か
な
い
こ
と
、
人
間
の
理
解
・
解
釈
を
超
え

て
い
る
こ
と
、
人
知
の
遠
く
及
ば
な
い
こ
と
」
で
、
ま
た
、

謎
、
神
秘
、
ミ
ス
テ
リ
ー
な
ど
と
訳
す
る
こ
と
も
あ
る
。
私

共
真
宗
門
徒
は
、
こ
の
「
不
思
議
」
と
言
う
言
葉
を
大
切
な

キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て
、
い
の
ち
の
存
在
の
意
味
を
訊
ね
て
き

た
。
ど
ん
な
時
代
が
到
来
し
よ
う
と
も
生
死
流
転
の
現
実
は

普
遍
で
あ
り
世
の
真
理
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
生
か
さ
れ
て
い

る
こ
の
身
も
、
い
の
ち
の
営
み
も
全
く
不
思
議
な
の
で
あ
る
。

す
べ
て
が
不
思
議
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
自
己
に
執
し
て

や
ま
な
い
私
共
は
、
知
性
・
理
性
に
よ
っ
て
解
釈
・
解
明
・

理
解
し
、
自
ら
の
意
志
や
行
動
を
も
制
御
で
き
る
か
の
如
く

考
え
て
き
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
近
代
化
と
言
わ
れ
る
明
治

以
降
の
発
展
史
は
、
人
間
存
在
の
豊
か
さ
を
科
学
技
術
の
進

歩
に
の
み
に
傾
注
し
て
凝
縮
し
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
。
言
わ
ば
、
不
思
議
を
不
思
議
と
感
覚
す
る
こ
と
が
失
わ

れ
て
い
く
営
み
の
中
で
、
今
、
一
体
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
か
？
人
生
一
〇
〇
年
時
代
を
迎
え
る
と
言
い
、
宇

宙
旅
行
を
夢
見
て
彷
徨
い
、
健
康
長
寿
を
願
っ
て
日
々
暮
ら

す
社
会
は
、
未
成
熟
で
何
処
ま
で
も
行
っ
て
も
ど
こ
に
も
た

ど
り
着
か
な
い
し
、
不
老
不
死
に
な
る
道
理
も
存
在
し
な
い
。

「
二
〇
四
五
年
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
」
人
間
の
ぬ
く
も
り
と

輝
き
が
危
な
い
。

誓
願
不
思
議
・
仏
法
不
思
議
・
仏
智
不
思
議
の
教
説
を
証

し
て
い
く
道
が
開
か
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
こ
と
は
容
易

な
ら
ぬ
こ
と
で
あ
ろ
う
か
？
生
老
病
死
の
事
実
も
す
べ
て
不

思
議
で
あ
る
。
そ
の
現
実
に
間
違
い
な
く
見
い
だ
さ
れ
て
く

る
南
無
阿
弥
陀
仏
の
道
を
聞
き
訊
ね
て
い
き
た
く
思
う
。

如
来
の
誓
願
は
不
可
思
議
に
ま
し
ま

す
ゆ
え
に
、
仏
と
仏
と
の
御
は
か
ら
い

な
り
。

凡
夫
の
は
か
ら
い
に
あ
ら
ず
。

（
御
消
息
集
）
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【
発
行
】
真
宗
大
谷
派

本
願
寺
横
浜
別
院

横
浜
市
港
南
区
日
野
一
ー
十
ー
八

TEL
（
〇
四
五
）
八
四
一
ー
三
四
三
四

FAX
（
〇
四
五
）
八
四
一
ー
三
四
二
八

（h
ttp://

w
w
w
.y
ok

o
h
a
m
a-

oota
n
i.co

m

）

〒234-0051

～
横
浜
別
院
だ
よ
り
～

雑

感

五輪
番

坂
田

智
亮

【同朋の会研修旅行 横須賀・三浦】



二
〇
一
九
年
三
月
三
十
一
日
付
で
責
任
役
員
を

退
任
さ
れ
た
橋
本
正
博
氏
の
慰
労
会
が
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

グ
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
。
東
京
教
務
所
長
、
神
奈

川
四
ヶ
組
正
副
組
長
、
院
議
会
議
員
、
別
院
監
事
、

神
奈
川
教
化
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
等
、
役
職
者
の
面
々

が
出
席
し
、
長
年
の
ご
苦
労
を
労
っ
た
。

橋
本
正
博
氏
は
、
二
〇
一
一
年
十
二
月
に
就
任
し
、

約
八
年
に
亘
り
別
院
を
支
え
て
い
た
だ
い
た
。
在
職

中
に
は
、
宗
祖
親
鸞
聖
人
七
百
五
十
回
御
遠
忌
法

要
、
神
奈
川
教
化
セ
ン
タ
ー
設
立
、
大
谷
幼
稚
園
の

学
校
法
人
化
等
、
大
変
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
。

慰
労
会
は
、
輪
番
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、
橋
本
氏
へ
の

記
念
品
贈
呈
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
橋
本
氏
か
ら

感
慨
深
い
挨
拶

を
い
た
だ
き
、
岡

本
証
寿
東
京
教

務
所
長
か
ら
乾

杯
の
発
声
を
い
た

だ
い
た
。
会
場
は
、

終
始
和
や
か
な

雰
囲
気
に
包
ま

れ
て
、
閉
会
に
あ

た
り
、
後
任
の
責

任
役
員
で
あ
る

渡
辺
賢
氏
よ
り

挨
拶
が
あ
り
、
温

か
く
締
め
く
く

ら
れ
ま
し
た
。

（
文
責
家
本
）

今
年
は
、
横
須
賀
・
三
浦
方
面
へ
研
修
旅
行
を

企
画
し
ま
し
た
。
天
気
は
快
晴
、
参
加
者
十
七
名

と
ま
ず
は
横
須
賀
市
に
あ
る
西
来
寺
に
参
拝
し
ま

し
た
。
大
塚
充
住
職
か
ら
、
西
来
寺
の
由
緒
沿
革

を
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
元
々
は
天
台
宗
の
寺

院
で
し
た
が
、
親
鸞
聖
人
の
御
教
化
に
よ
り
浄
土

真
宗
に
改
宗
さ
れ
、
今
日
に
至
る
と
の
こ
と
で
し

た
。
天
台
宗
の
頃
か
ら
数
え
る
と
約
一
二
〇
〇
年

と
い
う
大
変
古
い
歴
史
の
あ
る
寺
院
で
し
た
。

午
後
か
ら
は
三
浦
市
に
あ
る
来
福
寺
を
参
拝
し

ま
し
た
。
和
田
廣
樹
住
職
か
ら
、
来
福
寺
の
由
緒

沿
革
を
お
話
い
た
だ
き
、
数
々
の
寺
宝
を
拝
見
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
和
田
義
盛
の
木
像

を
拝
見
し
た
時
に
、
歴
史
を
感
じ
る
造
り
で
し
た
。

和
田
義
盛
は
鎌
倉
幕
府
の
侍
所
別
当
と
し
て
権
威

を
ふ
る
っ
た
武
将
で
、
来
福
寺
の
建
立
を
発
願
さ

れ
た
方
で
す
。
鎌
倉

時
代
か
ら
約
八
〇
〇
年
の
歴
史
あ
る
寺
院
で
し
た
。

来
福
寺
参
拝
の
後
、
横
須
賀
市
に
戻
り
、
横
須
賀

軍
港
巡
り
を
行
な
い
ま
し
た
。
平
日
に
も
関
わ
ら

ず
、
大
勢
の
乗
客
が
お
り
、
関
心
の
高
さ
が
伺
え

ま
し
た
。
十
一
月
に
は
二
泊
三
の
九
州
研
修
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
（
文
責
家
本
）

今
年
は
二
日
間
で
、
九

〇
名
の
方
に
参
詣
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
勤
行
の
後
、

講
師
で
あ
る
海
法
龍
先
生

の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

永
代
に
わ
た
っ
て
お
経
が

読
誦
さ
れ
続
け
ら
れ
て
い

る
そ
の
お
心
を
、
現
代
社

会
の
諸
問
題
を
通
し
て
お

話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
門
徒
の
皆
さ
ん
に
年

二
回
、
本
堂
の
仏
具
の
お

み
が
き
を
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
ピ
カ
ー
ル

（
真
鍮
研
磨
剤
）
、
ぼ
ろ

着
れ
や
タ
ワ
シ
、
歯
ブ
ラ

シ
、
新
聞
紙
な
ど
を
使
っ

て
、
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に

磨
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

来
月
に
は
き
れ
い
な
荘
厳

で
お
盆
を
お
迎
え
し
ま
す
。
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↑
来
福
寺

↑
西
来
寺

お
み
が
き
会
（
六
月
十
五
日
）

永
代
経
法
要
（
五
月
二
十
八
日
・
二
十
九
日
）

橋
本
正
博
責
任
役
員
慰
労
会
（
五
月
八
日
）

↑
橋
本
正
博

氏

同
朋
の
会
研
修
旅
行

横
須
賀
・
三
浦
（
五
月
十
五
日
）



今
年
度
三
回
目
の
神
奈
川
ブ
ロ
ッ
ク
聖
典
学
習

会
が
五
月
十
七
日
に
横
浜
別
院
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
講
師
で
あ
る
三
木
彰
円
先
生
に
は
、
「
一
念

多
念
文
意
」
を
四
年
間
に
亘
り
講
義
い
た
だ
き
ま

し
た
。
難
波
別
院
発
行
の
『
テ
キ
ス
ト
一
念
多
念

文
意
』
を
使
用
し
、
少
し
づ
つ
丁
寧
に
教
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
回
で
最
終
回
と
な
り
ま
し

た
。
講
義
冒
頭
で
は
、
『
法
事
讃
』
（
善
導
）
に
、

「
致
使
凡
夫
念
即
生
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
、
一

念
多
念
文
意
で
引
か
れ
て
部
分
か
ら
お
話
が
始
ま

り
ま
し
た
。
三
木
先
生
は
、
「
日
常
の
幸
せ
と
念

仏
の
幸
せ
は
重
な
る
と
は
限
ら
な
い
。
念
仏
し
て
、

た
だ
念
仏
す
る
と
い
う
私
の
あ
り
方
が
阿
弥
陀
仏

に
救
わ
れ
て
い
る
と
い
う
事
。
こ
の
事
が
即
（
た

だ
ち
に
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
今
と
い
う

時
の
積
み
重
ね
が
往
生
で
あ
る
。
」
と
、
「
念
即

生
」
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
二

河
白
道
の
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

午
前
午
後
の
三
時
間
に
亘
る
講
義
が
終
了
し
、

全
十
六
回
の
講
義
が
終
わ
り
ま
し
た
。
次
年
度
か

ら
学
習
す
る
お
聖
教
が
変
わ
り
ま
す
。

（
文
責
家
本
）

横
浜
組
声
明
儀
式
研
修
会
が
五
月
二
十
日
に
横

浜
別
院
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
は
、
管
生
考

純
師
で
し
た
。
講
題
「
真
宗
大
谷
派
の
儀
式
概
説
」

と
し
て
、
午
前
は
声
明
儀
式
の
心
得
の
お
話
い
た

だ
き
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
、
本
堂
に
場
所
を
変

え
て
、
作
法
実
践
と
し
て
、
鳴
り
物
（
平
キ
ン
）

の
打
ち
方
等
を
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
普

段
お
こ
な
っ
て
い
る

キ
ン
作
法
と
ど
こ
が

違
っ
て
い
る
の
か
、

細
か
く
確
認
し
て
い

る
姿
が
印
象
的
で
し

た
。
ま
た
、
報
恩
講

結
願
日
中
法
要
の
次

第
に
沿
っ
て
、
伽
陀

の
発
声
、
登
高
座
に

お
け
る
諸
作
法
な
ど

の
講
習
を
行
な
い
ま

し
た
。

（
文
責
家
本
）
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第
三
十
回
神
奈
川
ブ
ロ
ッ
ク
聖
典
学
習
会

講
師

三
木
彰
円
師
（
大
谷
大
学
教
授
）

『
神
奈
川
四
ヶ
組
行
事
予
定
表
』

《
神
奈
川
四
ヶ
組
》

【
神
奈
川
連
合
組
子
ど
も
会
夏
の
つ
ど
い
】

【
日
時
】
八
月
十
九
日
（
月
）
～
二
十
日
（
火
）

【
開
会
】
十
九
日
・
十
三
時
三
十
分
～

【
閉
会
】
二
十
日
・
十
四
時

【
会
場
】
本
願
寺
横
浜
別
院

※
詳
細
に
つ
い
て
は
称
名
寺
（
本
多
暁
委
員
長
）

ま
で
お
尋
ね
下
さ
い
。

℡
〇
四
四
‐
五
一
一
‐
一
六
七
四

【
神
奈
川
連
合
組
門
徒
会
総
会
】

【
日
時
】
十
月
八
日
（
火
）
十
五
時
十
五
分
～

【
落
語
】
三
遊
亭
右
左
喜

師
匠

【
会
場
】
本
願
寺
横
浜
別
院

※
詳
細
に
つ
い
て
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
湘
南
組
》

【
湘
南
組
聞
法
集
会

二
〇
一
九
】

【
日
時
】
十
月
二
十
八
日(

月)

十
四
時
～
十
六
時
三
十
分

【
講
師
】
釈
徹
宗

師

(

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
如
来
寺
住
職

・
相
愛
大
学
人
文
学
部
教
授
）

【
会
場
】
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
神
奈
中
平
塚

【
参
加
費
】
無
料

※
詳
細
に
つ
い
て
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

↑
三
木
彰
円

先
生

↑
研
修
会
の
様
子

横
浜
組

声
明
儀
式
研
修
会

講
師

管
生
考
純
師
（
京
都
教
区
光
明
寺
住
職
）

【
神
奈
川
四
ヶ
組
（
横
浜
・
川
崎
・
三
浦
・
湘
南
）
の
う
ご
き
】



編
集
後
記

長
か
っ
た
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
が
終
わ
り
、
梅
雨
に
入
り
、

初
夏
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。
五
月
、
六
月
の
わ
ず

が
二
ヶ
月
で
も
色
々
な
行
事

が
あ
り
ま
し
た
が
、
特
に

「
お
み
が
き
会
」
に
参
加
し

て
く
だ
さ
っ
た
ご
門
徒
の
皆

さ
ん
に
は
頭
が
下
が
る
思
い

で
し
た
。
当
日
は
、
天
気
予

報
ど
お
り
に
、
朝
か
ら
大
雨

で
風
も
強
く
、
「
今
日
は
参

加
者
が
少
な
い
か
な
ぁ
」
と

漠
然
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
が
、
始
ま
る
三
十
分
も

前
か
ら
門
徒
さ
ん
が
集
ま
り

始
め
、
開
始
時
間
に
は
二
十

名
も
の
方
に
集
ま
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
丁

寧
に
一
生
懸
命
磨
い
て
い
た

だ
く
姿
を
見
て
、
先
ほ
ど
自

分
が
抱
い
て
い
た
気
持
ち
は

間
違
っ
て
い
た
と
、
申
し
訳

な
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

七
月
の
盂
蘭
盆
会
法
要
に

た
く
さ
ん
の

参
詣
を
お
待

ち
し
て
お
り

ま
す
。（

家
本
）
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定例法話 午後１時３０分より

７月９日(火)川崎組 善能寺 今井 亮顕 師

７月２８日(日)別院 輪 番 坂田 智亮 師

８月９日(金)三浦組 来福寺 和田 廣樹 師

８月２８日(水)別院 輪 番 坂田 智亮 師

横浜別院同朋の会

８月１８日(日) 午後１時３０分より

【真宗大谷派近代史学習会】

戦後から現代に至るまでの真宗大谷派近代

の歩みについて、共に理解を深める機会とな

れば幸いです。お気軽にご参加下さい。

特別公開講演会

９月１１日（水）
午後1時３０分～4時（受付１時より）

【講師】徳田 靖之 氏
(ハンセン病訴訟西日本弁護団共同代表）

【演題】「ハンセン病問題と私たちの責任」

【会場】本願寺横浜別院・神奈川教化センター

【参加費】１，０００円

※参加申込は不要です。直接会場にお越し

下さい。

― 各法要（おつとめ・ご法話）のご案内 ― 2019年7月～8月

盂蘭盆会法要 午後１時３０分より

７月１３日（土）・１４日（日）

【法話】松林 了 師
（岡崎教区第17組 西岸寺住職）

真宗門徒にとって「お盆」とは、亡き人か
ら案じられている我が身であったことに目覚
め、あらためて、人間として賜ったいのちや
生きる意味を問う〝聞法の機縁〟といただい
ております。皆様とご一緒に、お盆を仏法聴
聞の機会として、亡き人々からの尊い呼びか
けに応えていきたいと存じます。どうぞご参
詣ください。

《暁天講座のご案内》

【日時】８月２４日（土）

午前6時３０分～８時１５分
【講師】山本 伸裕 氏（東京医療保険大学准教授）

【講題】「日本人の宗教心」

【参加費】無料 ※事前申し込みは不要です。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【日時】８月２５日（日）

午前６時３０分～８時１５分

【講師】酒井 義一 師（東京5組存明寺住職）

【講題】「人間を忘れてはいないか」

‐親鸞と考えるハンセン病問題‐

【参加費】無料 ※事前申し込みは不要です。

両日とも、講座終了後に軽食（パン・豆乳）

をお配りします。ぜひ参加ください。

～どなたもご自由にお参りください～


